
射場
入口

30ｍ

50ｍ

70ｍ

90ｍ

※ａ ※ａ
射場の
中心

※ｂ

※ｂ

※ｂ

※ｂ

※ａ：行射禁止エリア
　　　（地面に表示あり）

※ｂ：的設置禁止エリア

－レイアウト上のマークの意味－

２００８年 ２月の射場改修内容について

２００７年に発生した場外への矢飛び出し事故は、調査の結果レスト
アップ（プランジャーの上に矢が乗っている状態。）したままリリース
した時に、防矢ネットが北風に吹かれてシューティングライン側になび
いた際に出来た空間から、ネットの上側に飛び出したことによって発生
しております。（飛距離から算出した結果、手前から３枚目と４枚目の
間で上空に飛び出しています。）
また、２００４年に発生した場外への矢飛び出し事故は、射場の端で

遠距離を射っていた際、矢がそれて側面の空間から飛び出したことによ
って発生しております。

上記の事故状況を踏まえて、今回の改修では次の内容を実施していま
す。

１．防矢ネットを延長することによって、風に吹かれた際の上空への空
間発生を防ぐ。（手前から２，３番目に対策。）

２．防矢ネットの中央部分を上に上げて、長距離を射場の中央で射てる
ようにし、側面からの矢飛び出しを防ぐ。

３．射場両端を使用禁止にすることによって、側面からの矢飛び出しを
防ぐ。

４．夜間使用時の照明対策。（夜間の安全確保。）

射場改修後の使用条件について

１．男子で９０ｍを射つことが可能な条件は、
の方。（条件を満たさないと防矢ネットに

矢が引っ掛かります。）

２．女子で７０ｍを射つことが可能な条件は、
の方。（条件を満たさないと防矢ネットに

矢が引っ掛かります。）


